


10 
月
12 
日
︵
土
︶～
11
月
24
日
︵
日
︶　 

︻
平
成
知
新
館
︼

※
会
期
中
、
一
部
の
作
品
は
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

［
主
な
展
示
替
］ 

前
期
：
10 
月
12 
日
︵
土
︶
～
11
月
４
日
︵
月
・
休
︶　

 

後
期
：
11
月
６
日
︵
水
︶
～
11
月
24
日
︵
日
︶

国宝　三十六人家集　重之集　京都・本願寺（通期展示、ただし帖替・頁替あり）

料紙装飾の傑作　
三十六歌仙の人物ごとに和歌を記した冊子で、贅を尽くした料紙装飾が
ページごとにきらびやかな世界を展開します。平安貴族の三十六歌仙へ
の憧れが伝わる名品中の名品。

誰もが女性の歌仙を求めた
華やかな女房装束（十二単）をまとう女性歌仙には人気も集中し、本
図は四万円の「斎宮女御」、三万円の「小野小町」に次ぐ高額な評価
二万五千円が与えられました。最初の所有者は製糸商・原富太郎（号・
三溪）。※金額は当時の値段

１００年愛され続けた家宝
流転を繰り返した「佐竹本」の各断簡ですが、最初の所有者の家を離れないまま一〇〇年の
時を過ごしたものもあります。本図は十五代住友吉左衛門友純が入手したのち、流出するこ
となく今日に伝えられました。

重要文化財　佐竹本三十六歌仙絵　小大君　奈良・大和文華館
（11/6 ～ 11/24 展示）

別
格
の
「
歌
聖
」

柿
本
人
麻
呂
は
三
十
六
歌
仙
に
選
ば
れ
る
よ
り
古
く
か
ら
多
く
の
尊
敬
を
集
め
て
き
ま
し
た
。「
人ひと
麻ま
呂ろ
影えい

供ぐ
」
と
い
う
歌
会
も
有
名
で
す
。

重要文化財　佐竹本三十六歌仙絵　源信明　京都・泉屋博古館（通期展示）

重
要
文
化
財　

柿
本
人
麻
呂
像　

性
海
霊
見
賛
・
詫
磨
栄
賀
筆　

東
京
・
常
盤
山
文
庫
（
通
期
展
示
）

特
別
展

流
転
一
〇
〇
年

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と

王
朝
の
美

　
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前
に
起
こ
っ
た
「
絵
巻
切
断
」
事
件
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
一
九
八
三
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
集
番
組
「
絵
巻
切
断
～
秘
宝

三
十
六
歌
仙
の
流
転
～
」
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
「
切
断
」
さ
れ
た
絵
巻
と
は
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」。
二
巻
の
絵
巻
物
と

し
て
大
正
時
代
に
売
り
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
著
し
く
高
額
な
値
段
が
つ
い
た
た

め
に
、
購
入
で
き
る
人
物
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
財
保
護
の
法
整
備

も
十
分
で
な
い
当
時
、
海
外
流
出
も
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
当
時
の
経

済
界
の
中
心
人
物
に
し
て
大
茶
人
で
あ
っ
た
益
田
孝
（
号
・
鈍
翁
）
た
ち
が
発
起

人
と
な
り
、
絵
巻
を
一
歌
仙
ず
つ
分
割
し
、
財
界
人
や
茶
人
に
よ
っ
て
共
同
購
入

す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
歌
仙
は
そ
れ
ぞ
れ
値
段
の
差
が
つ
け
ら
れ
、
女
性

像
は
と
く
に
高
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
二
月
二
十
日
、益
田
の
邸
宅
「
応
挙
館
」
に
集
ま
っ

た
人
々
は
、
な
ん
と
抽
選
籤く

じ

を
ひ
い
て
、
自
身
の
購
入
す
る
歌
仙
を
決
め
ま
し
た
。

当
代
一
流
の
名
士
が
集
っ
た
現
場
で
は
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
実
際
に
は
刃
物
を
使
っ
た
「
切
断
」
で
は
な
く
糊
を
は
が

し
た
解
体
・
分
割
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
事
件
は
衝
撃
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
、
当
時
か
ら
絵
巻
の
「
切
断
事
件
」
と
し
て
新
聞
な
ど
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
枚
一
枚
の
歌
仙
絵
は
各
人
各
家
の
秘
宝
と
し
て
大
切
に
受
け
継
が

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
戦
争
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な

ど
、
め
く
る
め
く
日
本
近
現
代
史
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、
所
有
者
が
移
り
変
わ
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
流
転
の
中
で
、
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

　
「
切
断
」
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
開
催
す
る
本
展
は
、
秘
宝
「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
が
過
去
最
大
の
数
で
集
結
す
る
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
す
。
日
本
の
古
典
文
化
の
根
幹
た
る
和
歌
に
関
連
す
る
平
安
・
鎌
倉
時
代
の

美
術
作
品
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を
改
め
て
ご
堪
能
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
知
新
館
の
三
階
（
第
一
・
二
章
）
で
は
、
和
歌
を
記
し
た
平
安
の
古
筆
や
、

万
葉
歌
人
・
柿
本
人
麻
呂
の
肖
像
画
、
そ
し
て
そ
の
中
に
描
か
れ
た
、
文
人
の
象

徴
で
あ
る
硯
箱
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
と
く
に
、
三
十
六
歌
仙
の
和
歌
を

記
し
た
冊
子
で
あ
る
国
宝
「
三
十
六
人
家
集
」（
京
都
・
本
願
寺
蔵
）
は
、
平
安

貴
族
に
よ
る
三
十
六
歌
仙
へ
の
強
い
憧
れ
が
伝
わ
る
、
王
朝
美
術
の
名
品
で
す
。

　

二
階
（
第
三
章
）
で
は
、
本
展
の
主
役
で
あ
る
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
を
展
示

し
ま
す
。
ま
ず
は
、「
応
挙
館
」
の
障
壁
画
や
、
実
際
に
使
わ
れ
た
籤
筒
な
ど
を

通
し
て
、
一
〇
〇
年
前
の
事
件
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
流
転
を
乗
り
越
え

た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
歌
仙
絵
が
、
複
数
の
展
示
室
に
ま
た
が
っ
て
奇
跡
の
再
会
を

果
た
し
ま
す
。
最
初
の
所
有
者
が
入
手
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
間
、
他
所
に
移
る
こ

と
の
な
か
っ
た
野
村
家
の
「
紀
友
則
」
や
住
友
家
の
「
源
信
明
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
当
主
の
茶
道
具
と
取
り
合
わ
せ
て
展
示
し
、
近
代
数
寄
者
の
趣
味
に
も
迫
り

ま
す
。

 

一
階（
第
四
・
五
章
）で
は
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」と
同
じ
鎌
倉
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
美
術
品
を
展
観
し
ま
す
。
絵
巻
や
古
筆
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
歌
仙
絵
を

通
じ
て
、
こ
の
時
代
の
優
れ
た
美
意
識
を
お
伝
え
し
ま
す
。
最
後
（
第
六
章
）
は

江
戸
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
絵
師
が
手
掛
け
た
歌
仙
絵
の
優
品
で
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　

令
和
に
改
元
さ
れ
王
朝
文
化
を
見
直
す
機
会
が
増
え
る
本
年
、「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
の
事
件
を
振
り
返
り
、
そ
の
意
義
と
作
品
の
魅
力
を
改
め
て
確

か
め
る
こ
と
で
、
日
本
の
古
典
文
化
を
未
来
へ
繋
げ
て
い
く
契
機
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
井
並
林
太
郎
）



「僧侶」を引き当てたのは誰？　
「佐竹本」分割を主導した益田孝は、くじで僧侶を引き当ててしまいます。たちまち不機嫌
になった益田に一同恐れをなして、一番人気の「斎宮女御」を引き当てた人物がこれを譲る
羽目に。彼は一転機嫌を良くしたと伝えられます。 ※エピソードには別の説もあります。

１００年愛され続けた家宝
流転を繰り返した「佐竹本」の各断簡ですが、最初の所有者の家を離れないまま一〇〇年の
時を過ごしたものもあります。本図は十五代住友吉左衛門友純が入手したのち、流出するこ
となく今日に伝えられました。

重要文化財　佐竹本三十六歌仙絵　小大君　奈良・大和文華館
（11/6 ～ 11/24 展示）

重要文化財　佐竹本三十六歌仙絵　素性法師（通期展示） 重要文化財　佐竹本三十六歌仙絵　源信明　京都・泉屋博古館（通期展示）

住吉蒔絵硯箱　
奥村重兵衛氏寄贈・京都国立博物館

（通期展示）

紅葉呉器茶碗　京都・野村美術館
（通期展示）

　
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前
に
起
こ
っ
た
「
絵
巻
切
断
」
事
件
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
一
九
八
三
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
集
番
組
「
絵
巻
切
断
～
秘
宝

三
十
六
歌
仙
の
流
転
～
」
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
「
切
断
」
さ
れ
た
絵
巻
と
は
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」。
二
巻
の
絵
巻
物
と

し
て
大
正
時
代
に
売
り
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
著
し
く
高
額
な
値
段
が
つ
い
た
た

め
に
、
購
入
で
き
る
人
物
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
財
保
護
の
法
整
備

も
十
分
で
な
い
当
時
、
海
外
流
出
も
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
当
時
の
経

済
界
の
中
心
人
物
に
し
て
大
茶
人
で
あ
っ
た
益
田
孝
（
号
・
鈍
翁
）
た
ち
が
発
起

人
と
な
り
、
絵
巻
を
一
歌
仙
ず
つ
分
割
し
、
財
界
人
や
茶
人
に
よ
っ
て
共
同
購
入

す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
歌
仙
は
そ
れ
ぞ
れ
値
段
の
差
が
つ
け
ら
れ
、
女
性

像
は
と
く
に
高
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
二
月
二
十
日
、益
田
の
邸
宅
「
応
挙
館
」
に
集
ま
っ

た
人
々
は
、
な
ん
と
抽
選
籤く

じ

を
ひ
い
て
、
自
身
の
購
入
す
る
歌
仙
を
決
め
ま
し
た
。

当
代
一
流
の
名
士
が
集
っ
た
現
場
で
は
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
実
際
に
は
刃
物
を
使
っ
た
「
切
断
」
で
は
な
く
糊
を
は
が

し
た
解
体
・
分
割
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
事
件
は
衝
撃
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
、
当
時
か
ら
絵
巻
の
「
切
断
事
件
」
と
し
て
新
聞
な
ど
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
枚
一
枚
の
歌
仙
絵
は
各
人
各
家
の
秘
宝
と
し
て
大
切
に
受
け
継
が

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
戦
争
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な

ど
、
め
く
る
め
く
日
本
近
現
代
史
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、
所
有
者
が
移
り
変
わ
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
流
転
の
中
で
、
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

　
「
切
断
」
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
開
催
す
る
本
展
は
、
秘
宝
「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
が
過
去
最
大
の
数
で
集
結
す
る
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
す
。
日
本
の
古
典
文
化
の
根
幹
た
る
和
歌
に
関
連
す
る
平
安
・
鎌
倉
時
代
の

美
術
作
品
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を
改
め
て
ご
堪
能
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
知
新
館
の
三
階
（
第
一
・
二
章
）
で
は
、
和
歌
を
記
し
た
平
安
の
古
筆
や
、

万
葉
歌
人
・
柿
本
人
麻
呂
の
肖
像
画
、
そ
し
て
そ
の
中
に
描
か
れ
た
、
文
人
の
象

徴
で
あ
る
硯
箱
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
と
く
に
、
三
十
六
歌
仙
の
和
歌
を

記
し
た
冊
子
で
あ
る
国
宝
「
三
十
六
人
家
集
」（
京
都
・
本
願
寺
蔵
）
は
、
平
安

貴
族
に
よ
る
三
十
六
歌
仙
へ
の
強
い
憧
れ
が
伝
わ
る
、
王
朝
美
術
の
名
品
で
す
。

　

二
階
（
第
三
章
）
で
は
、
本
展
の
主
役
で
あ
る
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
を
展
示

し
ま
す
。
ま
ず
は
、「
応
挙
館
」
の
障
壁
画
や
、
実
際
に
使
わ
れ
た
籤
筒
な
ど
を

通
し
て
、
一
〇
〇
年
前
の
事
件
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
流
転
を
乗
り
越
え

た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
歌
仙
絵
が
、
複
数
の
展
示
室
に
ま
た
が
っ
て
奇
跡
の
再
会
を

果
た
し
ま
す
。
最
初
の
所
有
者
が
入
手
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
間
、
他
所
に
移
る
こ

と
の
な
か
っ
た
野
村
家
の
「
紀
友
則
」
や
住
友
家
の
「
源
信
明
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
当
主
の
茶
道
具
と
取
り
合
わ
せ
て
展
示
し
、
近
代
数
寄
者
の
趣
味
に
も
迫
り

ま
す
。

 

一
階（
第
四
・
五
章
）で
は
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」と
同
じ
鎌
倉
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
美
術
品
を
展
観
し
ま
す
。
絵
巻
や
古
筆
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
歌
仙
絵
を

通
じ
て
、
こ
の
時
代
の
優
れ
た
美
意
識
を
お
伝
え
し
ま
す
。
最
後
（
第
六
章
）
は

江
戸
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
絵
師
が
手
掛
け
た
歌
仙
絵
の
優
品
で
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　

令
和
に
改
元
さ
れ
王
朝
文
化
を
見
直
す
機
会
が
増
え
る
本
年
、「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
の
事
件
を
振
り
返
り
、
そ
の
意
義
と
作
品
の
魅
力
を
改
め
て
確

か
め
る
こ
と
で
、
日
本
の
古
典
文
化
を
未
来
へ
繋
げ
て
い
く
契
機
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
井
並
林
太
郎
）

◉
│
│
﹁
三
十
六
歌
仙
﹂
と
は
？

歌
人
・
藤

ふ
じ
わ
ら
の
き
ん
と
う

原
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
選
ば
れ
た
三
十
六
人
の
優

れ
た
歌
詠
み
人
。
柿
本
人
麻
呂
や
小
野
小
町
、
在
原
業
平
な
ど
、
飛

鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
活
躍
し
た
歌
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
│
│
﹁
佐
竹
本
﹂
と
は
？

鎌
倉
時
代
以
降
、
多
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
歌
仙
の
肖
像
を
歌

仙
絵
と
い
い
ま
す
。「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」
は
、
旧
秋
田
藩
主
・

佐
竹
侯
爵
家
に
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
佐
竹
本
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

◉
│
│
﹁
佐
竹
本
﹂
は
何
が
す
ご
い
の
？

歌
の
意
味
に
寄
り
添
い
、
歌
仙
一
人
ひ
と
り
の
表
情
や
姿
勢
に
微
妙

な
変
化
を
加
え
、
詠
ん
だ
人
物
の
心
情
を
も
感
じ
さ
せ
る
肖
像
表
現

が
、
ほ
か
の
歌
仙
絵
や
同
時
代
の
肖
像
画
に
く
ら
べ
て
大
き
く
優
れ

て
い
い
ま
す
。
そ
の
美
し
さ
は
、
一
歌
仙
ご
と
の
断
簡
に
な
っ
て
も

損
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
さ
に
歌
仙
絵
の
最
高
峰
と
い
え
ま
す
。

籤取花入（通期展示）



新時代の王朝絵巻
「昔、男ありけり」でおなじみの、歌物語の古典『伊勢物語』。鎌倉時代につくられた本絵巻は、
構図や色調に新鮮な美意識があふれています。

重要文化財　伊勢物語絵巻　大阪・和泉市久保惣記念美術館（11/12 ～ 11/24 展示）

　
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前
に
起
こ
っ
た
「
絵
巻
切
断
」
事
件
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
一
九
八
三
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
集
番
組
「
絵
巻
切
断
～
秘
宝

三
十
六
歌
仙
の
流
転
～
」
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
「
切
断
」
さ
れ
た
絵
巻
と
は
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」。
二
巻
の
絵
巻
物
と

し
て
大
正
時
代
に
売
り
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
著
し
く
高
額
な
値
段
が
つ
い
た
た

め
に
、
購
入
で
き
る
人
物
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
財
保
護
の
法
整
備

も
十
分
で
な
い
当
時
、
海
外
流
出
も
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
当
時
の
経

済
界
の
中
心
人
物
に
し
て
大
茶
人
で
あ
っ
た
益
田
孝
（
号
・
鈍
翁
）
た
ち
が
発
起

人
と
な
り
、
絵
巻
を
一
歌
仙
ず
つ
分
割
し
、
財
界
人
や
茶
人
に
よ
っ
て
共
同
購
入

す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
歌
仙
は
そ
れ
ぞ
れ
値
段
の
差
が
つ
け
ら
れ
、
女
性

像
は
と
く
に
高
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
二
月
二
十
日
、益
田
の
邸
宅
「
応
挙
館
」
に
集
ま
っ

た
人
々
は
、
な
ん
と
抽
選
籤く

じ

を
ひ
い
て
、
自
身
の
購
入
す
る
歌
仙
を
決
め
ま
し
た
。

当
代
一
流
の
名
士
が
集
っ
た
現
場
で
は
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
実
際
に
は
刃
物
を
使
っ
た
「
切
断
」
で
は
な
く
糊
を
は
が

し
た
解
体
・
分
割
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
事
件
は
衝
撃
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
、
当
時
か
ら
絵
巻
の
「
切
断
事
件
」
と
し
て
新
聞
な
ど
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
枚
一
枚
の
歌
仙
絵
は
各
人
各
家
の
秘
宝
と
し
て
大
切
に
受
け
継
が

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
戦
争
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な

ど
、
め
く
る
め
く
日
本
近
現
代
史
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、
所
有
者
が
移
り
変
わ
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
流
転
の
中
で
、
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

　
「
切
断
」
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
開
催
す
る
本
展
は
、
秘
宝
「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
が
過
去
最
大
の
数
で
集
結
す
る
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
す
。
日
本
の
古
典
文
化
の
根
幹
た
る
和
歌
に
関
連
す
る
平
安
・
鎌
倉
時
代
の

美
術
作
品
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を
改
め
て
ご
堪
能
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
知
新
館
の
三
階
（
第
一
・
二
章
）
で
は
、
和
歌
を
記
し
た
平
安
の
古
筆
や
、

万
葉
歌
人
・
柿
本
人
麻
呂
の
肖
像
画
、
そ
し
て
そ
の
中
に
描
か
れ
た
、
文
人
の
象

徴
で
あ
る
硯
箱
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
と
く
に
、
三
十
六
歌
仙
の
和
歌
を

記
し
た
冊
子
で
あ
る
国
宝
「
三
十
六
人
家
集
」（
京
都
・
本
願
寺
蔵
）
は
、
平
安

貴
族
に
よ
る
三
十
六
歌
仙
へ
の
強
い
憧
れ
が
伝
わ
る
、
王
朝
美
術
の
名
品
で
す
。

　

二
階
（
第
三
章
）
で
は
、
本
展
の
主
役
で
あ
る
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
を
展
示

し
ま
す
。
ま
ず
は
、「
応
挙
館
」
の
障
壁
画
や
、
実
際
に
使
わ
れ
た
籤
筒
な
ど
を

通
し
て
、
一
〇
〇
年
前
の
事
件
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
流
転
を
乗
り
越
え

た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
歌
仙
絵
が
、
複
数
の
展
示
室
に
ま
た
が
っ
て
奇
跡
の
再
会
を

果
た
し
ま
す
。
最
初
の
所
有
者
が
入
手
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
間
、
他
所
に
移
る
こ

と
の
な
か
っ
た
野
村
家
の
「
紀
友
則
」
や
住
友
家
の
「
源
信
明
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
当
主
の
茶
道
具
と
取
り
合
わ
せ
て
展
示
し
、
近
代
数
寄
者
の
趣
味
に
も
迫
り

ま
す
。

 

一
階（
第
四
・
五
章
）で
は
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」と
同
じ
鎌
倉
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
美
術
品
を
展
観
し
ま
す
。
絵
巻
や
古
筆
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
歌
仙
絵
を

通
じ
て
、
こ
の
時
代
の
優
れ
た
美
意
識
を
お
伝
え
し
ま
す
。
最
後
（
第
六
章
）
は

江
戸
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
絵
師
が
手
掛
け
た
歌
仙
絵
の
優
品
で
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　

令
和
に
改
元
さ
れ
王
朝
文
化
を
見
直
す
機
会
が
増
え
る
本
年
、「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
の
事
件
を
振
り
返
り
、
そ
の
意
義
と
作
品
の
魅
力
を
改
め
て
確

か
め
る
こ
と
で
、
日
本
の
古
典
文
化
を
未
来
へ
繋
げ
て
い
く
契
機
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
井
並
林
太
郎
）

◉
│
│
﹁
三
十
六
歌
仙
﹂
と
は
？

歌
人
・
藤

ふ
じ
わ
ら
の
き
ん
と
う

原
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
選
ば
れ
た
三
十
六
人
の
優

れ
た
歌
詠
み
人
。
柿
本
人
麻
呂
や
小
野
小
町
、
在
原
業
平
な
ど
、
飛

鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
活
躍
し
た
歌
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
│
│
﹁
佐
竹
本
﹂
と
は
？

鎌
倉
時
代
以
降
、
多
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
歌
仙
の
肖
像
を
歌

仙
絵
と
い
い
ま
す
。「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」
は
、
旧
秋
田
藩
主
・

佐
竹
侯
爵
家
に
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
佐
竹
本
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

◉
│
│
﹁
佐
竹
本
﹂
は
何
が
す
ご
い
の
？

歌
の
意
味
に
寄
り
添
い
、
歌
仙
一
人
ひ
と
り
の
表
情
や
姿
勢
に
微
妙

な
変
化
を
加
え
、
詠
ん
だ
人
物
の
心
情
を
も
感
じ
さ
せ
る
肖
像
表
現

が
、
ほ
か
の
歌
仙
絵
や
同
時
代
の
肖
像
画
に
く
ら
べ
て
大
き
く
優
れ

て
い
い
ま
す
。
そ
の
美
し
さ
は
、
一
歌
仙
ご
と
の
断
簡
に
な
っ
て
も

損
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
さ
に
歌
仙
絵
の
最
高
峰
と
い
え
ま
す
。

◆
《
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
》
こ
こ
に
注
目
！

◆
﹁
絵
巻
切
断
﹂
の
舞
台
︑﹁
応
挙
館
﹂と

　
益
田
孝︵
鈍
翁
︶

【
応
挙
館
】

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」
分
割
の
舞
台
と
な
っ
た
鈍
翁
の
邸
宅
。

当
時
は
東
京
・
品
川
区
の
御
殿
山
に
所
在
し
ま
し
た
。「
応
挙
館
」

と
い
う
呼
称
は
、
円
山
応
挙
が
描
い
た
障
壁
画
で
飾
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
東
京
国
立
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
、
今
に
至
り
ま
す
。

重要文化財　佐竹本三十六歌仙絵　坂上是則　
文化庁（通期展示）

注
目
①
…
和
歌

み
よ
し
の
の　

山
の
白
雪　

つ
も
る
ら
し　

ふ
る
里
さ
む
く　

な
り
ま
さ
り
ゆ
く

︵
口
語
訳
︶
吉
野
の
山
に
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
奈
良
の
都
も
寒
さ
が
増
し
て
い
く
。

注
目
②
…
表
情

歌
を
踏
ま
え
て
観
る
と
、
少
し
赤
く
染
ま
っ
た

頬
は
寒
さ
の
た
め
か
と
想
像
し
た
く
な
り
ま
す
。

注
目
③
…
表
具

分
割
さ
れ
た
歌
仙
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
に
よ
っ
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
表
具
を
施

さ
れ
、
掛
け
軸
に
仕
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
図
の
表
具
は
、
鹿
の
住
む
雪
山
を
描
い
た

中
世
の
絵
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
を
用
い
て
い
ま
す
。
表
具
、歌
、肖
像
が
一
体
と
な
っ

て
季
節
感
を
演
出
し
た
本
作
は
、
冬
の
茶
席
に
よ
く
合
う
一
幅
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「佐竹本三十六歌仙絵巻」二巻が納められていた箱
月丸扇文蒔絵巻物箱（通期展示）



鈍翁 80 歳、掃雲台にて。
写真提供：鈍翁 in 西海子

十
二
単
お
服
上
げ
の
再
現
―

現
代
に
つ
な
が
る
王
朝
の
美

「
流
転
一
〇
〇
年 

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝
の
美
」

展
の
開
催
を
記
念
し
て
、
十
二
単
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。
絵
巻
に
描
か
れ
た
中
務
、小
大
君
、

小
野
小
町
ら
女
性
歌
人
の
姿
を
、舞
台
上
に
再
現
し
ま
す
。

十
二
単
の
鮮
や
か
な
色
の
重
な
り
、
か
す
か
な
衣
擦
れ
の

音
、
そ
し
て
お
服
上
げ
（
着
付
）
の
巧
み
な
技
術
に
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

日
時
：
11
月
９
日
（
土
）

11
時
～
、
12
時
30
分
～
、
14
時
～
、
15
時
30
分
～
の
４
回

公
演　

＊
各
回
約
30
分

会
場
：
平
成
知
新
館　

講
堂

出
演
：
衣
紋
道 

東
京
道
場

参
加
無
料（
た
だ
し
、本
展
覧
会
の
当
日
観
覧
券
が
必
要
）。

参
加
方
法
：
当
日
10
時
よ
り
、
平
成
知
新
館
１
階
グ
ラ
ン

ド
ロ
ビ
ー
に
て
お
一
人
様
１
枚
ず
つ
整
理
券
を
配
布
し
、

定
員
（
各
回
２
０
０
名
×
４
公
演
）
に
な
り
次
第
配
布
を

終
了
し
ま
す
。

主
催
：
文
化
庁
、独
立
行
政
法
人 

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、

京
都
国
立
博
物
館
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
学
校
法
人 

国

際
文
化
学
園 

国
際
文
化
理
容
美
容
専
門
学
校 

衣
紋
道 

東

京
道
場

「
ち
は
や
ふ
る
」

　
　

複
製
原
画
展
示

競
技
か
る
た
の
魅
力
を
描
き
、

少
女
漫
画
の
枠
を
超
え
人
気

を
博
す 

『
ち
は
や
ふ
る
』

（
末
次
由
紀
／
講
談
社
刊
）

の
主
人
公
・
千
早
が
、
本

展
の
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
就

任
し
ま
し
た
。
本
展
に
向
け
た

描
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
を
含
む
複
製
原

画
を
、
平
成
知
新
館
２
階
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
コ
ー
ナ
ー
付
近
に
展
示
し
ま
す
。

 
ツ
イ
ッ
タ
ー
企
画

「
令
和
36
歌
仙
」
発
表
！

投
稿
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、

優
れ
た
詠
み
人
「
令
和
36
歌
仙
」。
選
定
さ
れ
た
歌

と
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
名
を
、
会
期
中
、
平
成
知
新
館

グ
ラ
ン
ド
ロ
ビ
ー
に
て
掲
出
し
ま
す
。

◆
本
展
に
出
品
が
決
定
し
た

　
　
　
　
《
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
》

〈
上
巻
〉

柿
本
人
麻
呂	

凡
河
内
躬
恒	

大
伴
家
持	

在
原
業
平
　

素
性
法
師	

猿
丸
大
夫	

藤
原
兼
輔	

藤
原
敦
忠
　

源
　
公
忠	

斎
宮
女
御	

源
　
宗
于	

藤
原
敏
行
　

藤
原
清
正	

藤
原
興
風	

坂
上
是
則	

小
大
君

大
中
臣
頼
基	

平
　
兼
盛

〈
下
巻
〉

住
吉
大
明
神	

紀
　
貫
之	

伊
　
　
勢	

山
辺
赤
人
　

僧
正
遍
照	

紀
　
友
則	

小
野
小
町	

藤
原
朝
忠
　

藤
原
高
光	

壬
生
忠
峯	

大
中
臣
能
宣	

源
　
重
之
　

源
　
信
明	

源
　
　
順	

清
原
元
輔	

藤
原
元
真
　

藤
原
仲
文	

壬
生
忠
視	

中
　
　
務

※
赤
字
は
本
展
に
出
品
が
確
定
し
た
作
品
で
す
（
８
月
現
在
）。
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注
目
③
…
表
具

分
割
さ
れ
た
歌
仙
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
に
よ
っ
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
表
具
を
施

さ
れ
、
掛
け
軸
に
仕
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
図
の
表
具
は
、
鹿
の
住
む
雪
山
を
描
い
た

中
世
の
絵
画
を
切
り
取
っ
た
も
の
を
用
い
て
い
ま
す
。
表
具
、歌
、肖
像
が
一
体
と
な
っ

て
季
節
感
を
演
出
し
た
本
作
は
、
冬
の
茶
席
に
よ
く
合
う
一
幅
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

公式サイト　https://kasen2019.jp/
公式ツイッター　@36kasen2019

◆ 

関
連
イ
ベ
ン
ト

「佐竹本三十六歌仙絵巻」二巻が納められていた箱
月丸扇文蒔絵巻物箱（通期展示）

【
益
田
孝
（
鈍
翁
）】

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」
分
割
の
主
導
者
で
あ
る
益
田
孝
（
号
・

鈍
翁
）
は
、
旧
三
井
物
産
を
設
立
し
、
日
本
経
済
新
聞
の
前
身
、「
中

外
物
価
新
報
（
中
外
商
業
新
報
）」
を
創
刊
す
る
な
ど
、
近
代
日
本

経
済
界
の
重
鎮
で
し
た
。
茶
人
と
し
て
、
ま
た
古
美
術
の
蒐
集
家

と
し
て
も
名
高
く
、
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
現
・
五
島
美
術
館
）

を
は
じ
め
と
す
る
名
宝
を
数
多
く
所
有
し
て
い
ま
し
た
。



　

古
代
中
国
の
天
文
学
で
、
天
球
を
十
二
分
割
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
動
物
を
示
す
漢
字
を
当
て
た
の
が
十
二
支
の

始
ま
り
。
木
星
が
十
二
年
か
け
て
そ
の
天
球
を
渡
る
た
め
、

十
二
支
で
十
二
年
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
十
二
ヶ
月
や
十
二
の
日
、

十
二
の
時
や
十
二
の
方
角
も
こ
の
セ
ッ
ト
で
示
し
ま
し
た
。
そ
の
先
頭

が「
子
」。
北
方
を
表
す「
い
の
一
番
」で
す
。
そ
し
て「
子
」は
鼠
な
の
で
、

子
年
に
は
鼠
を
と
り
た
て
ま
す
。

　

鼠
は
、
清
少
納
言
も
「
き
た
な
げ
な
る
物
」
に
数
え
る
よ
う
に
、
伝
染

病
を
運
ぶ
悪
者
で
す
。
穀
物
の
蔵
を
荒
し
、
強
力
な
歯
で
衣
類
や
調
度
も

汚
損
す
る
嫌
わ
れ
者
。
そ
れ
な
の
に
、
多
く
の
美
術
品
に
愛
ら
し
く
描
か

れ
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
。

　

ひ
と
つ
に
は
、
鼠
に
助
け
ら
れ
て
難
題
を
解
決
し
た
逸
話
を
持
つ
日
本

の
神
様
、
大

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
が
、
イ
ン
ド
出
身
の
台
所
の
神
様
、
大
黒
天
と
、
漢

字
の
読
み
音
が
通
じ
る
た
め
に
一
体
化
し
、
そ
の
遣つ

か

い
と
し
て
の
鼠
に
富

と
豊
穣
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
鼠
は
多
産
な
た
め
に
、
子
孫
繁
栄
の
願
い
も
託
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
、
鼠
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
人
気
を
博
し
、
飼
育

法
や
珍
種
を
得
る
た
め
の
交
配
の
手
引
き
書
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
性
質

の
優
し
い
、
人
に
懐
く
鼠
が
つ
く
り
出
さ

れ
て
愛
玩
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
も
あ
り
ま

す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
い
た
身
近
な

小
動
物
で
あ
り
、
神
様
の
遣
い
で
子
宝
の

象
徴
で
も
あ
る
鼠
た
ち
。
子
年
の
初
め
に

ど
う
ぞ
眺
め
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

（
永
島
明
子
）

　

紫
宸
殿
は
、内
裏（
現
在
の
京
都
御
所
）に
建
つ
諸
殿
舎
の
な
か
で
も
最
も
格
式
が
高
く
、

そ
の
中
心
と
な
る
御
殿
で
す
。
古
く
は
、
節
会
（
公
事
の
あ
る
日
に
宮
中
で
行
わ
れ
た
宴

会
。
天
皇
が
出
御
し
、
群
臣
に
酒
饌
を
賜
っ
た
）
を
は
じ
め
と
す
る
儀
式
や
日
常
の
政
務

が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、治
承
元
年（
一
一
七
七
）に
大
極
殿
が
焼
失
し
た
の
ち
は
、

即
位
や
大
嘗
会
な
ど
の
重
要
な
儀
式
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
紫
宸
殿
の
母
屋
と
北
庇
を
仕
切
る
九
面
の
襖
障
子
を
、
賢

け
ん
じ
ょ
う
の
し
ょ
う
じ（
そ
う
じ
）

聖
障
子
と
い
い
ま
す
。

賢
聖
障
子
は
高
御
座
の
後
方
に
位
置
し
、
中
央
の
一
面
に
は
獅
子
狛
犬
と
瑞
獣
で
あ
る
負

文
亀
が
、
残
る
八
面
に
は
中
国
殷
代
か
ら
唐
代
に
い
た
る
賢
臣
が
各
面
四
人
、
計
三
十
二

人
描
か
れ
て
い
ま
す
。
各
人
の
上
部
に
は
色
紙
形
が
貼
ら
れ
、
名
前
や
功
績
な
ど
が
記
さ

れ
る
と
い
う
形
式
が
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
お
り
、
平
安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

内
裏
は
、
歴
史
上
た
び
重
な
る
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
都
度
再
建
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
京
都
御
所
は
、
幕
末
の
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
焼
失
し
た
こ
と
を
受
け
、

翌
年
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
内
部
を
飾
る

障
壁
画
は
そ
の
多
く
が
こ
の
安
政

度
の
再
建
時
に
新
調
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
賢
聖
障
子
は
焼
失
を
免
れ
、

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
幕
府

御
用
絵
師
住
吉
広
行
が
描
い
た
も

の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
紫
宸
殿
に
は
模
写
が
立

て
ら
れ
、
原
本
は
別
に
保
管
さ
れ

て
い
る
た
め
、
通
常
は
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
特

集
展
示
は
、
こ
の
賢
聖
障
子
が
九

面
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
た
い
へ
ん

貴
重
な
機
会
で
す
。　
（
福
士
雄
也
）



　

秋
の
夜
長
と
言
え
ば
名
月
だ
。
子
供
の
頃
を
思
い
出
せ
ば
、
満
月
を
見
な
が
ら
「
月

で
兎
が
餅
を
搗
い
て
い
る
」な
ど
と
は
思
わ
ず
、ア
ポ
ロ
十
一
号
が
着
陸
し
た
の
は「
静

か
の
海
」
だ
な
ど
と
思
う
科
学
の
子
だ
っ
た
。
月
に
兎
が
居
る
な
ど
と
い
う
ア
ジ
ア

の
古
い
お
と
ぎ
話
を
掘
り
下
げ
る
意
味
が
現
在
あ
る
の
か
？
と
い
う
課
題
を
ふ
く
み

つ
つ
「
月
と
兎
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

日
本
最
古
の
月
兎
図
は
飛
鳥
時
代
の
『
天
寿
国
繍
帳
』（
中
宮
寺
蔵
）
の
そ
れ
で
あ

ろ
う
が
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
中
国
の
古
い
伝
説
だ
。
月
の
兎
は
西
王
母
の
命
令
で
「
不

老
不
死
の
仙
薬
」
を
臼
と
杵
で
搗
い
て
い
る
（
仙せ
ん

兎と

搗と
う

薬や
く

）。
ま
た
月
に
蟾せ

ん

蜍じ
ょ

（
ヒ
キ

ガ
エ
ル
）
も
い
る
。
こ
れ
は
嫦じ
ょ
う

娥が

と
い
う
美
女
が
、
夫
が
西
王
母
か
ら
貰
い
受
け
た

仙
薬
を
盗
み
飲
ん
で
月
に
昇
り
、
蟾
蜍
の
姿
に
変
わ
っ
た
の
だ
と
。
さ
ら
に
は
何
度

伐
っ
て
も
ま
た
生
え
る
巨
大
な
桂
の
木
（
月
桂
）
も
あ
る
。
古
く
後
漢
代
の
墳
墓
の

画
像
石
に
は
円
面
に
兎
と
蟾
蜍
が
刻
ま
れ
る
【
図
１
】。
た
だ
し
中
国
古
代
の
図
像
史

的
に
は
月
の
先
住
者
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
で
あ
り
ウ
サ
ギ
は
新
参
者
の
よ
う
だ
。

　
【
写
真
１
】
は
仙
兎
搗
薬
図
を
も
つ
唐
代
の
銅
鏡
の
一
部
だ
。
円
い
月
の
中
に
薬
を

搗
く
兎
、
月
桂
、
う
ず
く
ま
る
蟾
蜍
（
蛙
）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
銅
鏡
を
見

な
が
ら
こ
ん
な
図
像
が
日
本
に
も
あ
る
こ
と
に
思
い
至
る
。
そ
れ
は
京
都
の
高
山
寺

に
伝
わ
る
国
宝
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
甲
巻
で
あ
る
。
漫
画
の
御
先
祖
か
と
さ
れ
る
超

有
名
な
絵
巻
物
だ
。

　

こ
の
鳥
獣
戯
画
甲
巻
は
「
月
の
世
界
の
お
話
」
を
描
い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
な

い
か
と
思
う
。
戯
画
と
い
う
か
ら
分
か
り
難
い
が
、
蛙
と
兎
が
相
撲
を
と
っ
て
い
る

段
階
で
月
面
の
話
な
の
だ
。「
中
国
の
月
の
伝
説
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
」
の
で
は
な

く
、
そ
も
そ
も
甲
巻
全
体
が
月
の
風
景
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　

現
代
人
は
ア
ポ
ロ
の
せ
い
で
月
が
真
空
で
無
生
物
な
の
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し

天
体
望
遠
鏡
も
な
い
平
安
時
代
、
十
二
世
紀
の
人
な
ら
ば
、
月
に
兎
と
蛙
が
居
る
の

だ
か
ら
、
川
も
あ
る
だ
ろ
う
し
植
物
も
生
え
、
他
の
動
物
も
居
る
と
思
う
だ
ろ
う
。

蛙
と
兎
の
弓
矢
競
争
の
場
面
で
狐
が
尻
尾
か
ら
狐
火
を
出
し
て
的
を
照
明
し
て
い
る

の
は
こ
こ
が
夜
の
世
界
だ
か
ら
だ
。
大
き
な
フ
ク
ロ
ウ
も
夜
の
象
徴
だ
。
樹
木
は
落

葉
後
で
あ
り
、
全
体
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
秋
草
は
晩
秋
の
風
情
だ
。
秋
草
と
月
は
セ
ッ

ト
関
係
に
あ
る
。
画
面
全
体
の
寂
寥
感
は
薄
暗
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

兎
と
蛙
だ
け
で
な
く
、
狐
と
猿
も
主
役
で
描
か
れ
て
い
る
理
由
は
玄
奘
三
蔵
の
『
大

唐
西
域
記
』
巻
七
の
「
兎
王
本
生
譚
」、
す
な
わ
ち
兎
が
月
に
居
る
理
由
を
示
す
印
度

の
悲
し
い
仏
教
説
話
に
あ
る
だ
ろ
う
。
劫ご
う

初し
ょ

（
こ
の
世
の
は
じ
め
頃
）、
狐
・
猿
・
兎

は
元
々
仲
良
し
で
あ
り
、
林
野
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
。『
大
唐
西
域
記
』
の
原
文

は
「
涉
豊
草
、
遊
茂
林
、
異
類
同
歓
、
既
安
且
楽
」
で
あ
る
。
異
類
の
動
物
た
ち
が

無
邪
気
に
遊
ぶ
こ
の
原
始
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
情
景
こ
そ
が
絵
巻
の
ベ
ー
ス
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
（
平
安
時
代
末
の
不
穏
な
世
情
の
裏
返
し
）。

　

中
国
と
印
度
に
伝
わ
っ
た
二
系
統
の
「
月
兔
の
物
語
」
を
平
安

時
代
の
日
本
で
合
体
さ
せ
た
の
が
鳥
獣
戯
画
甲
巻
だ
。
作
者
（
天

才
だ
）
は
絵
巻
全
体
を
月
だ
と
意
識
し
て
描
き
、
見
せ
ら
れ
た
平

安
時
代
の
人
た
ち
も
「
あ
あ
、
こ
れ
は
月
の
世
界
の
お
話
で
す
な
。

月
で
は
皆
仲
良
し
で
よ
ろ
し
い
な
あ
」
と
言
っ
た
は
ず
だ
。

　

甲
巻
の
正
し
い
名
称
は
『
月
世
界
絵
巻
』
だ
（
あ
る
い
は
『
異

類
同
歓
絵
巻
』
か
も
）。
最
古
の
Ｓ
Ｆ
漫
画
と
い
い
た
い
。
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◆ 名品ギャラリーの休止予定 ◆
特別展の前後を含めた期間は、展示作業等のため、名品ギャラリー
を休止しております。ご来館の皆様にはご不便をおかけいたします
が、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

［名品ギャラリー休止期間］  
9月18日（水）～12月 22日（日）
［庭園のみ開館期間］
9月18日（水）～10月10日（木）
11月 26日（火）～12月 22日（日）

ご利用案内
［開館時間］ 〈9月18日～10月10日〉9：30～17：00
 〈10月12日～11月24日〉9：30～18：00  
 金・土曜日は 20：00まで開館

 〈11月26日～12月22日〉9：30～17：00 
 ※入館は各閉館の 30分前まで

［観覧料］ 【特別展】〈10月12日～11月24日〉  
 一般　 1600円（1400円）
 大学生 1200円（1000円）
 高校生 700円（500円）
 ＊（　）内は団体 20名以上。中学生以下、障害者とその介
 　護者 1名は無料（要証明）。
 ＊大学生・高校生の方は学生証をご提示ください。
 ＊キャンパスメンバーズ（含教職員）は学生証または教職員証 
 　をご提示いただくと、各種当日通常料金より 500円引き
 　となります。
 ＊特別展期間中、名品ギャラリー（平常展示）は休止となります。
 【庭園のみ開館期間】〈9月18日～10月10日、
 11月26日～12月22日〉
 一般 260円（210円）（庭園ガイド冊子付き）
 ＊（　）内は団体 20名以上。
 ＊大学生以下、満 70歳以上、障害者とその介護者 1名は無
 　料（要証明）。

［休館日］ 月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日休館）
 10月11日、12月24日～2020 年1月1日
 （水・祝）

アクセス
ＪＲ＝京都駅下車、市バスＤ２のりばより206・208 号系統、
Ｄ１のりばより100号系統にて博物館・三十三間堂前下車すぐ
プリンセスラインバス京都駅八条口のりばより京都女子大学前行
にて東山七条下車、徒歩１分
近鉄電車＝丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から出町柳方面行
にて七条駅下車、東へ徒歩７分
京阪電車＝七条駅下車、東へ徒歩７分
阪急電車＝河原町駅下車、京阪電車祇園四条駅から大阪方面行
きにて七条駅下車、東へ徒歩７分
駐車場は有料となっております。ご来館の際は、なるべく公共交
通機関をご利用ください。

＊「博物館だより」を郵送ご希望の方は、返信用封筒（角２封筒は120円、
　長３封筒は 94円切手貼付、宛名明記）を同封して、当館企画室ま
　でお申し込みください。

　講座・イベント
《特別展「流転100年 佐竹本三十六歌仙絵と王朝の美」特別講演》
「巡る美　変わる美─流転する日本文化─」
講　師：彬子女王殿下
日　時：11月 4日（月・休）14～ 15時　　
会　場：平成知新館　講堂
※定員180名、聴講無料（ただし特別展の当日の観覧券が必要）。
※当日11時より、平成知新館1階グランドロビーにて整理券を配布し、定員になり次第、配布を終了します。

《特別展「流転100年 佐竹本三十六歌仙絵と王朝の美」記念講演会》
10月13日（日）「冷泉家の歴史と文化─冷泉流歌道をめぐって─」
冷泉家時雨亭文庫理事長・京都美術工芸大学学長 冷泉 為人氏
10月19日（土）「歌仙絵の成立と展開─佐竹本への道のり─」  
東京国立博物館主任研究員 土屋 貴裕氏
11月  2日（土）「歌仙絵の最高峰─佐竹本三十六歌仙絵の表現と情緒─」 
京都国立博物館研究員 井並林太郎
11月 16日（土）「佐竹本三十六歌仙絵への想い」  
京都国立博物館研究員 降矢哲男
※平成知新館 講堂にて、13時30分～15時に開催。定員200名、聴講無料（ただし当日の観覧券が必要）。
※当日11時より、平成知新館 1階グランドロビーにて整理券を配布し、定員になり次第、配布を終了します。

《特別展「流転100年 佐竹本三十六歌仙絵と王朝の美」
　　　　　　　　　　　　キャンパスメンバーズ向け講演会》
講　師：井並林太郎（京都国立博物館研究員）
日　時：11月 1日（金）17～ 18時（16時30分開場）　　
会　場：平成知新館　講堂
※参加方法：9月18日（水）～10月30日（水）の期間にウェブサイトよりお申し込みください。
　https://www.kyohaku.go.jp/jp/event/etc/20191101_campus-lec.html
＊キャンパスメンバーズ（含教職員）のほか、本年は「留学の日」にあわせて留学生の方もお申し込みいただけます。

《留学生の日》
日本文化への理解を深めていただくため、留学生の方々を対象に、開催中の特
別展を団体料金（200 円引）へ割引（キャンパスメンバーズは当日通常料金
より 500円引）するほか、先着 200名に当館公式キャラクター・トラりんの
グッズを進呈します。詳しくはウェブサイト（https://www.kyohaku.go.jp/jp/
event/etc/20191101_foreign.html）をご覧ください。
日　時：11月 1日（金）9時 30分～ 20時（入館は19時 30分まで）
※入館の際に学生証をご提示ください。

《京都・らくご博物館【秋】～錦秋寄席～ vol.54》
日　時：11月15日（金）　18時30分 開演（18時開場）
会　場：平成知新館　講堂
出　演：桂二葉　桂歌之助　桂米左　＜中入＞　桂わかば　桂春若
入場料：3200円（キャンパスメンバーズは学生証提示により 2600 円）
　　　　　※全席指定、特別展団体割引引換券付

※チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申し込みください。
　お電話／博物館事業推進係075-531-7504（月～金の10～12時・13～17時に受付  ＊祝日は除く）
　WEB／ https://www.kyohaku.go.jp/jp/event/rak/index.html

　これからの展覧会
◆新春特集展示  子づくし─干支を愛でる─
　2020年1月2日（木）～2月2日（日）
◆特集展示  京都御所障壁画 紫宸殿
　2020年1月2日（木）～2月2日（日）
◆特集展示  神像と獅子・狛犬
　2020年1月2日（木）～3月22日（日）
◆特集展示  雛まつりと人形
　2020年2月15日（土）～3月22日（日）

　国立博物館の展覧会
【東京国立博物館】
御即位記念特別展「正倉院の世界―皇室がまもり伝えた美―」
10月14日（月・祝）～11月24日（日）
【奈良国立博物館】
御即位記念特別展「第 71回 正倉院展」
10月 26日（土）～ 11月 14日（木）【
【九州国立博物館】
特別展「三国志」
10月 1日（火）～ 2020 年 1月 5日（日）
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